
シリーズ5年下第16回・くわしい解説

基本１ 食塩＝食塩水×こさ

食塩水＝食塩÷こさ

こさ＝食塩÷食塩水

基本２ 水のときは０ｇ，０％を書く。

基本３ 食塩のときは，χ，χ，１００％を書く。

基本４ 食塩水を捨てても，こさは変わらない。

基本５ 何ｇかを捨てて同じ重さを加えると，もとの重さにもどる。

基本６ まずビーカー図を書いてみる。解けそうもなかったら面積図。

目 次

食塩水のこさ・基本講義…p.2～8

基本 1 (1) …p.9

基本 1 (2) …p.10

基本 1 (3) …p.11

基本 1 (4) …p.12

基本 1 (5) …p.13

基本 1 (6) …p.14

基本 1 (7) …p.15

基本 1 (8) …p.16

基本 1 (9) …p.17

基本 2 …p.18

基本 3 …p.21

基本 4 …p.22

練習 1 …p.25
練習 2 …p.27

練習 3 …p.29

練習 4 …p.30

練習 5 …p.32

練習 6 …p.35

すぐる学習会
https://www.suguru.jp



- 2 -

シリーズ５下第１６回 くわしい解説

食塩水のこさ・基本講義

食塩水のこさの問題は，きちんと図を書けば解けるようになっています。

基本をマスターして，どんどん問題練習をしましょう。

こさの問題では，まず，「ビーカー図」を書きましょう。

ビーカー図は，右のように書きます。

食塩，食塩水，こさのうち，どれか２つがわかったら，残り１つ 食塩

がわかります。

食塩水

基本１

食塩 ＝食塩水×こさ こさ(％)

食塩水＝食塩÷こさ

こさ ＝食塩÷食塩水

水は，食塩がまったくふくまれていない食塩水であると 水を表すビーカー図

考えます。

水は，こさが０％，食塩の重さも０ｇの食塩水です。 ０ｇ

右のようなビーカー図を書くことになります。

食塩水

基本２ 水のときは０ｇ，０％を書く。

０％

食塩は，水がまったくふくまれていない食塩水であると 食塩を表すビーカー図

考えます。

食塩は，食塩だけでできていますから，こさは１００％です。 χ

また，水の重さは０ｇなので，もし食塩の重さが１０ｇで

あれば，食塩水の重さも ０＋１０＝１０(ｇ)になります。 χ

このように，食塩と食塩水のところに，まったく同じ数を

書き込むことになります。 １００％

右の図のように，食塩と食塩水のところに，χと書き込ん

でおきましょう。

基本３ 食塩のときは，χ，χ，１００％を書く。

(次のページへ)
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

では，実際に問題をやってみましょう。

例題 １０％の食塩水２００ｇと，１６％の食塩水１００ｇと，水 ｇをまぜ

合わせると，７.２％になります。

１０％の食塩水２００ｇのビーカー図は，右のようになります。 食塩

１０％を小数にすると０.１ですから，

食塩＝食塩水×こさ＝２００×０.１＝２０(ｇ)です。 ２００ｇ

１０％

１６％の食塩水１００ｇのビーカー図は，右のようになります。 食塩

１６％を小数にすると０.１６ですから，

食塩＝食塩水×こさ＝１００×０.１６＝１６(ｇ)です。 １００ｇ

１６％

水 ｇのビーカー図は，右のようになります。 ０ｇ

食塩の重さは０ｇ，こさは０％であることに注意しましょう。

ｇ

０％

これらをすべてまぜ合わせたときのビーカー図は，以下のようになります。

２０ １６ ０ ア

２００ ＋ １００ ＋ ＝ イ

１０％ １６％ ０％ ７.２％

図のアの部分は，それぞれのビーカー図の食塩の重さを合わせたものですから，

２０＋１６＋０＝３６(ｇ) になります。

まぜ合わせた食塩水の中にふくまれている食塩の重さは３６ｇであることがわかりま

した。こさは７.２％です。小数にすると，０.０７２です。

(次のページへ)
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

イは食塩水の重さですから，食塩水＝食塩÷こさ＝３６÷０.０７２＝５００(ｇ)です。

わかった数を書き込むと，以下のようになります。

２０ １６ ０ ３６

２００ ＋ １００ ＋ ＝ ５００

１０％ １６％ ０％ ７.２％

食塩水の部分を見ると，２００＋１００＋ ＝５００ となりますから，

＝５００－(２００＋１００)＝２００(ｇ) になります。

答え ２００ｇ

次に，食塩水を捨てる問題をやってみましょう。

例題 １０％の食塩水２００ｇがあります。ここから５０ｇを捨てて，かわりに

５０ｇの水を加えたら，何％の食塩水になりますか。

この問題では，食塩水を捨てるところがポイントです。

はじめに１０％の食塩水がありました。そこから食塩水を捨てました。さて，残った

食塩水のこさはどのようになるでしょうか。

たとえばジュースを少し捨ててから飲んでも，ジュースのこさは変わりませんね。こ

のように，食塩水を捨てても，こさは変わらないのです。もちろん食塩水の重さは減り

ますが。

基本４ 食塩水を捨てても，こさは変わらない。

よって，１０％の食塩水２００ｇから５０ｇを捨てても，こさは１０％のままで，食

塩水の重さは ２００－５０＝１５０(ｇ) になります。

そして，かわりに５０ｇの水を入れたのですから，下のようなビーカー図になります。

ア ０ イ

１５０ ＋ ５０ ＝ ウ

１０％ ０％ ％

(次のページへ)
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水を加えたのですから，食塩の重さは０ｇ，こさは０％であることに注意しましょう。

この図において，アは食塩の重さですから，食塩水×こさ＝１５０×０.１＝１５(ｇ)

です。

イは，１５＋０＝１５(ｇ)です。

ウは，１５０＋５０＝２００(ｇ)です。

食塩が１５ｇ，食塩水は２００ｇですから，

こさ＝食塩÷食塩水＝１５÷２００＝０.０７５

０.０７５を百分率にすると７.５％ですから， は７.５になります。

答え ７.５％

食塩水を捨てる問題では，次のような問題もあります。

例題 １０％の食塩水２００ｇがあります。ここから ｇを捨てて，かわりに

捨てたのと同じ重さの水を加えたら，９％の食塩水になりました。

この問題でも，捨ててもこさは変わらないことを利用します。はじめの食塩水のこさ

が１０％ですから，捨てた食塩水のこさも１０％です。

ア イ ０ ウ

２００ － χ ＋ χ ＝ エ

１０％ １０％ ０％ ９％

水を加えたのですから，食塩の重さは０ｇ，こさも０％であることに注意しましょう。

このビーカー図で，アは食塩の重さですから，食塩水×こさ＝２００×０.１＝２０(ｇ)

です。

さて，他に求められるのは何でしょう。

この問題で大切なのは，次のことがらです。

２００ｇあった。何ｇか捨てて，同じ重さを加えた。

たとえば，２００ｇから１５ｇを捨てて１５ｇを加えたら，何ｇになるでしょう。

２００－１５＋１５＝２００(ｇ) になります。

たとえば，２００ｇから５７ｇを捨てて５７ｇを加えたら，何ｇになるでしょう。

２００－５７＋５７＝２００(ｇ) になります。

(次のページへ)
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

このように，何ｇを捨ててもそれと同じ重さを加えたら，２００ｇにもどるのです。

ですから，上のビーカー図で，エの重さは２００ｇです。

このことに気づくかどうかによって，問題が解けるか解けないかが決まります。

基本５ 何ｇかを捨てて同じ重さを加えると，もとの重さにもどる。

エが２００ｇとわかったら，ウもわかりますね。

ウは食塩の重さですから，食塩水×こさ＝２００×０.０９＝１８

アは２０ｇ，ウは１８ｇですから，２０－イ＋０＝１８ となり，イの重さは，

２０－１８＝２(ｇ)です。

χは，食塩÷こさ＝２÷０.１＝２０(ｇ) になります。

答え ２０

食塩水のこさの問題の中には，ビーカー図では解きにくい問題も

あります。

そのような問題では，面積図を書けば解くことができます。

右の図のように，長方形のたての長さをこさにして，横の長さを

食塩水の重さにします。

たとえばＡの食塩水とＢの食塩水をまぜ合

わせたときには，右のようになります。

この図の場合，ＡよりもＢの方が高くなっ

ています。

面積を変えずに，ＡとＢの長方形の高さを

同じにするためには，どのようにすればよい

でしょう。

(次のページへ)
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

ＡとＢの長方形の高さを同じにするために

は，Ｂの多すぎる部分を切り取って，それを

Ａの足りない部分に埋めてあげることになり
う

ます。

右の図の斜線部分が同じ面積になります。

食塩水のこさの問題を解くときには，まずビーカー図を書いてみて，解けそうもなか

ったら面積図で解きます。

基本６ まずビーカー図を書いてみる。解けそうもなかったら面積図。

では，実際に問題をやってみましょう。

例題 １０％の食塩水２００ｇと，１６％の食塩水 ｇをまぜると，１４％の

食塩水になります。

ア イ ウ

２００ ＋ ＝ エ

１０％ １６％ １４％

上図のようなビーカー図になります。

(次のページへ)
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

アは，食塩の重さですから，食塩＝食塩水×こさ＝２００×０.１＝２０(ｇ)です。

しかし，イ・ウ・エの重さは求めることができません。

よって， も求めることができないのです。

そこで，面積図を利用することにします。

右の図で，斜線部分アとイは同じ面積です。

アのたての長さは，１４－１０＝４ で，横の

長さは２００ですから，アの面積は，

４×２００＝８００ です。

よって，イの面積も８００です。

イのたての長さは，１６－１４＝２ で，面積

は８００ですから，横の長さは，

８００÷２＝４００(ｇ) になります。

このようにして， を求めることができます。

答え ４００ｇ

食塩水のこさの問題で大切なことをまとめると，以下のようになります。

きちんと理解して問題練習を重ねれば，ほとんどの問題を解くことができます。

基本１ 食塩＝食塩水×こさ

食塩水＝食塩÷こさ

こさ＝食塩÷食塩水

基本２ 水のときは０ｇ，０％を書く。

基本３ 食塩のときは，χ，χ，１００％を書く。

基本４ 食塩水を捨てても，こさは変わらない。

基本５ 何ｇかを捨てて同じ重さを加えると，もとの重さにもどる。

基本６ まずビーカー図を書いてみる。解けそうもなかったら面積図。



- 9 -

シリーズ５下第１６回 くわしい解説

基本 1 (1)

ワンポイント ビーカー図を書きましょう。

ビーカー図を，右のように書きましょう。

食塩，食塩水，こさのうち，どれか２つがわかったら，残り１つ 食塩

もわかります。

食塩水

基本１

食塩 ＝食塩水×こさ こさ(％)

食塩水＝食塩÷こさ

こさ ＝食塩÷食塩水

この問題では，こさが８％，食塩水が５０ｇですから，

右図のようになります。８％を小数にすると０.０８ですから， 食塩

食塩＝食塩水×こさ＝５０×０.０８＝４

よって，この食塩水にとけている食塩の重さは，４ｇになります。 ５０

８％
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基本 1 (2)

ワンポイント 水の重さと食塩の重さから，食塩水の重さがわかります。

１８０ｇの水に２０ｇの食塩をとかしたのですから，食塩水の重さは，

１８０＋２０＝２００（ｇ）になります。

ビーカー図を，右のように書きましょう。

食塩，食塩水，こさのうち，どれか２つがわかったら，残り１つ 食塩

もわかります。

食塩水

基本１

食塩 ＝食塩水×こさ こさ(％)

食塩水＝食塩÷こさ

こさ ＝食塩÷食塩水

この問題では，食塩水が２００ｇ，食塩が２０ｇですから，

右図のようになります。 ２０

こさ＝２０÷２００＝０.１

よって，この食塩水のこさは，１０％になります。 ２００

こさ(％)
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基本 1 (3)

ワンポイント 食塩水＝食塩＋水 という，あたり前のことが大切です。

ビーカー図を，右のように書きましょう。

食塩，食塩水，こさのうち，どれか２つがわかったら，残り１つ 食塩

もわかります。

食塩水

基本１

食塩 ＝食塩水×こさ こさ(％)

食塩水＝食塩÷こさ

こさ ＝食塩÷食塩水

この問題では，こさが１５％，食塩が６０ｇですから，

右図のようになります。１５％を小数にすると０.１５ですから， ６０

食塩水＝食塩÷こさ＝６０÷０.１５＝４００

よって，食塩水の重さは，４００ｇになります。 食塩水

４００ｇの食塩水のうち，食塩は６０ｇですから， １５％

水の重さは，４００－６０＝３４０（ｇ）です。

よって，３４０ｇの水にとかしたことがわかりました。
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基本 1 (4)

ワンポイント 「水」とは，０％の食塩水のことです。

「水が５０ｇ」を，「こさが０％の食塩水が５０ｇ」というように，直して考えます。

水の中に食塩が入っているわけがないので，食塩を０ｇとして，次のようなビーカー

図を書きます。

ア ０ イ

１５０ ＋ ５０ ＝ ウ

１６％ ０％ ％

アは，食塩＝食塩水×こさ＝１５０×０.１６＝２４（ｇ）です。

イは，２４＋０＝２４（ｇ）です。

ウは，１５０＋５０＝２００（ｇ）です。

は，こさ＝食塩÷食塩水＝イ÷ウ＝２４÷２００＝０.１２ → １２％です。
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基本 1 (5)

ワンポイント 「水」とは，０％の食塩水のことです。

「水が４０ｇ」を，「こさが０％の食塩水が４０ｇ」というように，直して考えます。

水の中に食塩が入っているわけがないので，食塩を０ｇとして，次のようなビーカー

図を書きます。「水を蒸発させる」とは，水がなくなることですね。

ア ０ イ

２４０ － ４０ ＝ ウ

１０％ ０％ ％

アは，食塩＝食塩水×こさ＝２４０×０.１＝２４（ｇ）です。

イは，２４－０＝２４（ｇ）です。

ウは，２４０－４０＝２００（ｇ）です。

は，こさ＝食塩÷食塩水＝イ÷ウ＝２４÷２００＝０.１２ → １２％です。
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基本 1 (6)

ワンポイント ビーカー図を書きましょう。

問題の内容は，次の図のようになります。水は，こさが０％で，食塩も０ｇであるこ

とに注意しましょう。

ア ０ イ

２００ ＋ ＝ ウ

７％ ０％ ４％

アは，食塩＝食塩水×こさ＝２００×０.０７＝１４（ｇ）です。

イは，１４＋０＝１４（ｇ）です。

ウは，食塩水＝食塩÷こさ＝イ÷０.０４＝１４÷０.０４＝３５０（ｇ）です。

よって は，３５０－２００＝１５０（ｇ）です。
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基本 1 (7)

ワンポイント ビーカー図を書きましょう。

問題の内容は，次の図のようになります。水は，こさが０％で，食塩も０ｇであるこ

とに注意しましょう。「水を蒸発させる」とは，水がなくなることですね。

ア ０ イ

９０ － ＝ ウ

２％ ０％ ６％

アは，食塩＝食塩水×こさ＝９０×０.０２＝１.８（ｇ）です。

イは，１.８－０＝１.８（ｇ）です。

ウは，食塩水＝食塩÷こさ＝イ÷０.０６＝１.８÷０.０６＝３０（ｇ）です。

よって は，９０－３０＝６０（ｇ）です。
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基本 1 (8)

ワンポイント ビーカー図を書きましょう。

問題の内容は，次の図のようになります。

ア イ ウ

１２０ ＋ ４０ ＝ エ

９％ ５％ ％

アは，食塩＝食塩水×こさ＝１２０×０.０９＝１０.８（ｇ）です。

イは，食塩＝食塩水×こさ＝４０×０.０５＝２（ｇ）です。

ウは，ア＋イ＝１０.８＋２＝１２.８（ｇ）です。

エは，１２０＋４０＝１６０（ｇ）です。

よって は，こさ＝食塩÷食塩水＝ウ÷エ＝１２.８÷１６０＝０.０８ → ８％です。
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

基本 1 (9)

ワンポイント ビーカー図を書きましょう。

問題の内容は，次の図のようになります。

ア イ ウ

２４０ ＋ ４００ ＝ エ

％ ４％ ７％

イは，食塩＝食塩水×こさ＝４００×０.０４＝１６（ｇ）です。

エは，２４０＋４００＝６００（ｇ）です。

ウは，食塩＝食塩水×こさ＝６４０×０.０７＝４４.８（ｇ）です。

アは，ウ－イ＝４４.８－１６＝２８.８（ｇ）です。

よって は，こさ＝食塩÷食塩水＝２８.８÷２４０＝０.１２ → １２％です。
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

基本 2 (1)

ワンポイント ビーカー図を書いたあと，面積図にします。

「食塩の量は変わらない」ことを利用して解く方法もありますが，以下の解説では普通にビーカー図

と面積図で解いていきます。

右のようなビーカー図になります。

このままでは解けないので，

面積図にしたのが，右の図です。

の面積は，( 8－0 )×40＝ 320 です。

よって， の面積も 320 になりますが，たては 10－8＝ 2なので，

横の長さであるアは，320÷2＝ 160 （ｇ） です。

したがって，はじめに 10％の食塩水は，160 ｇありました。

別 解 「食塩の量は変わらない」ことを利用して解くと，次のようになります。

水を加えても食塩の重さは変わらないので，

右の図のようになります。★と★は同じ重さです。

食塩は同じ重さなのに，アとイのこさの比が

10：8＝ 5 ： 4 になっていますから，アとイの食塩

水の重さの比は逆比になって，4 ： 5 です。

アの重さを④，イの重さを⑤にすると，40 ｇが ⑤－④＝①にあたります。

アは④にあたるので，40×4＝ 160 (ｇ)です。

10 ％ 0 ％

0

＋

8 ％

＝ア イ40 ｇ

10％

0％

8％

40ｇア

10 ％ 0 ％

0

＋

8 ％

＝ア イ40 ｇ

★ ★
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

基本 2 (2)

ワンポイント ビーカー図を書いたあと，面積図にします。

「食塩の量は変わらない」ことを利用して解く方法もありますが，以下の解説では普通にビーカー図

と面積図で解いていきます。

問題の内容をビーカー図にすると，右の図の

ようになります。求めたいのはアの重さです。

引き算だとわかりにくいので，

逆算の足し算にしたのが，右の図です。

このままでは解けないので，

面積図にしたのが，右の図です。

の面積は，( 6－0 )×50＝ 300 です。

よって， の面積も 300 になりますが，たては 10－6＝ 4なので，

横の長さである イは，300÷4＝ 75 （ｇ） です。

したがってアは，75＋50＝ 125 （ｇ）になります。

別 解 「食塩の量は変わらない」ことを利用して解くと，次のようになります。

と面積図で解いていきます。

水を加えても食塩の重さは変わらないので，

右の図のようになります。★と★は同じ重さです。

食塩は同じ重さなのに，アとイのこさの比が

6：10＝ 3 ： 5 になっていますから，アとイの食塩

水の重さの比は逆比になって，5 ： 3 です。

アの重さを⑤，イの重さを③にすると，50 ｇが ⑤－③＝②にあたります。

①あたり，50÷2＝ 25 (ｇ)です。

アは⑤にあたるので，25×5＝ 125 (ｇ)です。

6 ％ 0 ％

0

－

10 ％

＝ア イ

10 ％ 0 ％

0

＋

6 ％

＝イ ア

10 ％

0 ％

6 ％

イ

ア

50 ｇ

50 ｇ

50 ｇ

6 ％ 0 ％

0

－

10 ％

＝ア イ50 ｇ

★ ★
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

基本 2 (3)

ワンポイント 「捨てたのと同じ重さの水を加える」と，食塩水の重さはどうなるでしょう。

この問題のように，「捨てて，同じ重さの水を加える」という問題の場合は，

「捨てた」ビーカー図と「加える」ビーカー図を分けて書くのではなく，

一緒にして書いた方が，解きやすくなります。

「捨ててもこさは変わらない」ことに注意してビーカー図を書くと，次の図のように

なります。

ア イ ０ ウ

６００ － χ ＋ χ ＝ エ

９％ ９％ ０％ ６％

この図で大切なことは，「χはわからなくても，エの食塩水の重さはわかる」という

ことです。

たとえば６００ｇから１２.３４５６ｇを捨てても，また１２.３４５６ｇを加えれば，

６００ｇにもどります。

つまり，６００ｇからχを捨てても，またχを加えれば，もとの６００ｇにもどる，

ということです。

よって，エは６００ｇになります。

アは，食塩＝食塩水×こさ＝６００×０.０９＝５４（ｇ）で，

ウは，食塩＝食塩水×こさ＝６００×０.０６＝３６（ｇ）です。

５４－イ＋０＝３６ となりますから，イは ５４－３６＝１８（ｇ）です。

χは，食塩水＝食塩÷こさ＝１８÷０.０９＝２００（ｇ）になります。
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

基本 3 (1)

ワンポイント 適当にこさを決めても，答えを求めることができます。

Ａ と Ｂの濃さの比が 2 ： 3 ですから，Ａ を 2％，Ｂ を 3％に決めます。

2％のＡは 150 ｇの食塩水ですから，食塩の重さは 食塩水×こさ＝ 150×0.02＝ 3 (ｇ)です。

3％の Ｂは 200 ｇの食塩水ですから，食塩の重さは 食塩水×こさ＝ 200×0.03＝ 6 (ｇ)です。

よって Ａ と Ｂにとけている食塩の重さの比は，3：6＝ 1 ： 2 です。

基本 3 (2)

ワンポイント (1)の結果を利用しましょう。

(1)で，Ａ と Ｂにとけている食塩の重さの比は 1 ： 2 であることがわかりました。

2つの食塩水には食塩が合計 36ｇ とけているのですから，Ａにとけている食塩の重さは，

36÷(1＋2)×1＝ 12 (ｇ)です。

Ａは 150 ｇの食塩水で，食塩が 12 ｇとけているのですから，Ａのこさは，

食塩÷食塩水＝ 12÷150＝ 0.08 → 8％です。
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

基本 4 (1)

ワンポイント 食塩水の重さを適当に決めましょう。

Ａ と Ｂの食塩水の重さの比は 5 ： 4ですから，Ａを 500 ｇ，Ｂ を 400 ｇに決めます。

Ａは 6％，Ｂは 15％のこさであることがわかっているので，次の図のようになります。

ア イ ウ

５００ ＋ ４００ ＝ エ

６％ １５％ ％

アは，食塩＝食塩水×こさ＝５００×０.０６＝３０（ｇ）です。

イは，食塩＝食塩水×こさ＝４００×０.１５＝６０（ｇ）です。

ウは，ア＋イ＝３０＋６０＝９０（ｇ）です。

エは，５００＋４００＝９００（ｇ）です。

よって は，こさ＝食塩÷食塩水＝ウ÷エ＝９０÷９００＝０.１ → １０％です。
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

基本 4 (2)

ワンポイント 食塩水の重さを適当に決めましょう。

Ａ と Ｂの食塩水の重さの比は 1 ： 2ですから，Ａを 100 ｇ，Ｂ を 200 ｇに決めます。

Ａ は 5 ％で，Ａ と Ｂ をまぜたときのこさは 13 ％であることがわかっているので，次の図のようになりま

す。

ア イ ウ

１００ ＋ ２００ ＝ エ

５％ ％ １３％

アは，食塩＝食塩水×こさ＝１００×０.０５＝５（ｇ）です。

エは，１００＋２００＝３００（ｇ）です。

ウは，食塩＝食塩水×こさ＝３００×０.１３＝３９（ｇ）です。

イは，ウ－ア＝３９－５＝３４（ｇ）です。

よって は，こさ＝食塩÷食塩水＝３４÷２００＝０.１７ → １７％です。
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

基本 4 (3)

ワンポイント 面積図で解きましょう。

ビーカー図を書くと，右の図のようになりま

すが，このままでは解きにくいので，

面積図にすると，右の図のようになります。

のたての長さは 5－3＝ 2 (％)で，

のたての長さは 11－5＝ 6 (％)です。

と のたての長さの比は 2：6＝ 1：3で，面積は等しいのですから，横の長

さであるア：イは逆比になって，3：1です。

よって，3％の食塩水と 11％の食塩水の重さの比は，3：1であることがわかりました。

＋ ＝

3％ 11％ 5％

11％

3％

5％

ア イ
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

練習 1 (1)

ワンポイント 基本 4 (1)と同じ解き方で解きましょう。

5％と 8％の食塩水の重さの比は 2 ： 3ですから，5％を 200 ｇ，8％を 300 ｇに決めます。

次の図のようなビーカー図になります。

ア イ ウ

２００ ＋ ３００ ＝ エ

５％ ８％ ％

アは，食塩＝食塩水×こさ＝２００×０.０５＝１０（ｇ）です。

イは，食塩＝食塩水×こさ＝３００×０.０８＝２４（ｇ）です。

ウは，ア＋イ＝１０＋２４＝３４（ｇ）です。

エは，２００＋３００＝５００（ｇ）です。

よって は，こさ＝食塩÷食塩水＝ウ÷エ＝３４÷５００＝０.０６８ → ６.８％で

す。
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

練習 1 (2)

ワンポイント (1)の結果を利用します。

(1)では，5 ％と 8 ％の食塩水の重さを 200 ｇ，300 ｇに決めて，まぜたときのこさを 6.8 ％と求めまし

た。

200 ｇ，300 ｇは適当に決めた重さですから，(2)で利用するわけにはいきません。

(2)では，まぜたときのこさである 6.8 ％のみを利用して解くことになります。

6.8 ％で重さがわからない食塩水に，14％の食塩水を 120 ｇ加えたところ，10％の食塩水になりまし

た。

ビーカー図では解きにくいので面積図にすると，右の図の

ようになります。

の面積は (14－10)×120＝ 480 なので， の面積も

480 です。

よってアは 480÷(10－6.8)＝ 150 ですから，6.8 ％の食塩水は 150 ｇあることがわかりました。

5％と 8％の食塩水を 2：3 の割合でまぜて，6.8 ％の食塩水を 150 ｇ作ったことがわかったので，

5％の食塩水は，150÷(2＋3)×2＝ 60 (ｇ)ありました。

14％

6.8％

10％

ア 120ｇ
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

練習 2 (1)

ワンポイント 基本 2 (1)と同じ解き方で解きましょう。

まず，「 2％の食塩水に 5％の食塩水を加えたところ，3％の食塩水になりました。」…①

次に，「その 3％の食塩水に水を 120 ｇ加えたところ，2.4 ％の食塩水になりました。」…②

の，2つのことがらが書いてありましたが，まず②から考えていきます。

右のようなビーカー図になります。

このままでは解けないので，

面積図にしたのが，右の図です。

の面積は，( 2.4－0 )×120＝ 288 です。

よって， の面積も 288 になりますが，たては 3－2.4＝ 0.6 なの

で，横の長さであるアは，288÷0.6＝ 480 （ｇ） です。

したがって，3％の食塩水は480ｇありました。

120 ｇの水を加えると，480＋120＝600 (ｇ)になりました。

別 解 「食塩の量は変わらない」ことを利用して解くと，次のようになります。

水を加えても食塩の重さは変わらないので，

右の図のようになります。★と★は同じ重さです。

食塩は同じ重さなのに，アとイのこさの比が

3：2.4＝ 5 ： 4 になっていますから，アとイの食塩

水の重さの比は逆比になって，4 ： 5 です。

アの重さを④，イの重さを⑤にすると，120 ｇが ⑤－④＝①にあたります。

イは⑤にあたるので，120×5＝ 600 (ｇ)です。

3 ％ 0 ％

0

＋

2.4 ％

＝ア イ120 ｇ

3 ％

0％

2.4 ％

120 ｇア

3 ％ 0 ％

0

＋

2.4 ％

＝ア イ120 ｇ

★ ★
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

練習 2 (2)

ワンポイント 基本 4 (3)と同じ解き方で解きましょう。

(1)で，最後にできた 2.4％の食塩水は 600 ｇあることがわかりました。

また，3％の食塩水は，480 ｇあることもわかっています。…(※)

まず，「 2 ％の食塩水に 5％の食塩水を加えたところ，3 ％の食塩水になりました。」 ということがわ

かっていました。このときできた 3％の食塩水が，480 ｇあったということです。

この，「 2％の食塩水に 5％の食塩水を加えたところ，

3％の食塩水が 480 ｇできた。」ということを面積図であら

わすと，右の図のようになります。

のたての長さは 3－2＝ 1 (％)で，

のたての長さは 5－3＝ 2 (％)です。

と のたての長さの比は 1：2 で，面積は等しいのですから，横の長さであ

るア：イは逆比になって，2：1です。

アとイ合わせて，(※)の通り食塩水が 480 gできたのですから，2 ％の食塩水であるアは，

480÷(2＋1)×2＝ 320 (g)ありました。

5 ％

2 ％

3 ％

ア イ
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

練習 3 (1)

ワンポイント 適当にこさを決めても，答えを求めることができます。

「 Ａ と Ｂ に合わせて 400 gの食塩水が入っている」 という部分を見ないでおいて，

「 Ａには 20 g，Ｂ には 18 gの食塩がとけている」… (ア)

という部分と，

「 Ｂのこさは Ａのこさの 1.5倍」… (イ)

という部分のみ見て，(1)を求めます。

(イ)から，Ａのこさを 1％，Ｂのこさを 1.5％に決めます。

(ア)から，Ａには 20 gの食塩が入っていて，1％のこさですから，20÷0.01＝ 2000 (g)の食塩水がある

ことになります。

Ｂには 18 gの食塩が入っていて，1.5 ％のこさですから，18÷0.015＝ 1200 (g)の食塩水があることに

なります。

よって，A と Bの食塩水の重さの比は，2000：1200＝ 5：3 です。

練習 3 (2)

ワンポイント (1)を利用して解きます。

(1)で，A と Bの食塩水の重さの比は 5：3 であることがわかりました。

また，(1)では見ないでおいた「 Ａ と Ｂ に合わせて 400 gの食塩水が入っている 」 という部分を見る

と，Aの食塩水の重さは，400÷(5＋3)×5＝ 250 (g)です。

Aには 20 gの食塩がとけているのですから，Aのこさは，20÷250＝ 0.08 → 8％です。
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

練習 4 (1)

ワンポイント 面積図を書いて，食塩水の重さの比を求めます。

まず，「 3％のＡに 8％のＢを加えたところ，Ａは 6％になりました。」…①

次に，「その 6％のＡに 9％の Ｃ を加えたところ，Ａは 7％の食塩水 360 gになりました。」…②

の，2つのことがらが書いてありましたが，まず②から考えていきます。

②の内容を面積図にあらわしたのが，右の図です。

のたての長さは，7－6＝ 1 (％)で，

のたての長さは，9－7＝ 2 (％)です。

よって， と のたての長さの比は 1：2 になるので，横の長さの比は逆比になって，2：1

です。

ア：イ が 2：1 ですから，イ は 360÷(2＋1)×1＝ 120 (g)になり，はじめに Ｃ には食塩水が 120 g入っ

ていたことがわかりました。

9％

6％

7％

ア イ

360ｇ
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

練習 4 (2)

ワンポイント 面積図を書いて，食塩水の重さの比を求めます。

まず，「 3％のＡに 8％のＢを加えたところ，Ａは 6％になりました。」…①

次に，「その 6％のＡに 9％の Ｃ を加えたところ，Ａは 7％の食塩水 360 gになりました。」…②

の，2つのことがらが書いてありました。(1)では，②から考えて，Ａ と Ｃ は 2：1 であることがわかりました。

(1)で Ｃ は 120 ｇ入っていたことがわかりましたから，Ａは 120×2＝ 240 (ｇ)入っています。

よって①は，「 3％のＡに 8％のＢを加えたところ，Ａは 6％の食塩水 240ｇ になりました。」のようになり

ます。

①の内容を面積図にあらわしたのが，右の図です。

のたての長さは，6－3＝ 3 (％)で，

のたての長さは，8－6＝ 2 (％)です。

よって， と のたての長さの比は 3：2 になるので，

横の長さの比は逆比になって，2：3 です。

ウ：エが 2：3 ですから，ウは 240÷(2＋3)×2＝ 96 (g)になり，はじめにＡ には食塩水が 96 g入って

いたことがわかりました。

8％

3％

6％

ウ エ

240ｇ
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

練習 5 (1)

ワンポイント 問題の内容を，ビーカー図にすべて書きこみましょう。

はじめ，こさがわからない食塩水Ａが300ｇ，

17％のこさの食塩水Ｂがありました。

Ａのこさを★％，Ｂの重さをアｇにします。

ＡからＢに 220 ｇを移したとき，Ａのこさは★％ですから，

★％の食塩水を 220 ｇ移したことになります。

Ａは 300－220＝ 80 (ｇ)がのこります。

Ｂは◎％の食塩水がイ ｇできたことにします。

次に，ＢからＡに 220 ｇ移したとき，Ｂのこさは◎％です

から，◎％の食塩水を 220 ｇ移したことになります。

◎％の食塩水 220 ｇの中の食塩をウｇにします。

Ａは☆％の食塩水が 80＋220＝ 300 (ｇ)できたことに

します。食塩の重さは□ｇにしました。

Ｂは◎％の食塩水がのこりました。

最後に，Ａに60ｇの水を加えた結果，

Ａは 11.5 ％になりました。

水を加えたのですから，Ａの食塩の重さは□ｇのまま

変わりません。食塩水の重さは，300＋60＝ 360 (ｇ)に

なります。

□は，360×0.115＝ 41.4 (ｇ)です。

(1)では，ＢからＡに食塩水を移し終えた時点でのＡの食塩水のこさを求める問題ですから，上の図の

マルをつけたビーカー図のこさである☆％を求めることになります。

□は 41.4 ｇですから，41.4÷300＝ 0.138 → ☆は，13.8 ％です。

ウｇウｇ

□ｇ

□ｇ

0ｇ

★％ 17％

Ａ Ｂ

300ｇ

－ ＋

★％

220ｇ

★％

220ｇ

★％

80ｇ

◎％

＋ －

◎％

220ｇ

◎％

220ｇ

◎％

＋

0％

60ｇ

300ｇ

アｇ

イｇ

11.5％

360ｇ

☆％
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

練習 5 (2)

ワンポイント 問題の内容を，ビーカー図にすべて書きこみましょう。

(1)でわかった内容を書きこむと，右のようなビーカー

図になります。

最終的に，Ｂのこさは 15％になったということが問題に

書いてありました。

よって，右の図の◎％が，15％にあたります。

ウは，220×0.15＝ 33 (ｇ)ですから，上の図のマルをつけたビーカー図の食塩の重さは，

41.4－33＝ 8.4 (ｇ)です。

よって，★％は 8.4÷80＝ 0.105 → 10.5 ％になり，はじめのＡのこさも 10.5 ％です。

ウｇウｇ

0ｇ

★％ 17％

Ａ Ｂ

300ｇ

－ ＋

★％

220ｇ

★％

220ｇ

★％

80ｇ

◎％

＋ －

◎％

220ｇ

◎％

220ｇ

◎％

＋

0％

60ｇ

300ｇ

アｇ

イｇ

11.5％

360ｇ

13.8％

41.4ｇ

41.4ｇ
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

練習 5 (3)

ワンポイント すぐるでは，「かたかなのト」と名付けている解き方です。

(1)，(2)で，右のビーカー図のようになっていることがわかりました。

この の部分が，「かたかなのト」に形が似ていることから，

この解き方をすぐるでは「かたかのト」と名付けています。

面積図にすると下の図のようになります。

の部分の面積は，(15－10.5)×220＝ 990 ですから， の面積も 990 です。

よってアは，990÷(17－15)＝ 495 (ｇ)となり，はじめ，Ｂには食塩水が 495 ｇ入っていたことがわかりま

した。

17％

Ｂ

＋

10.5％

220ｇ

15％

アｇ

イｇ
17％

10.5％

15％

220ｇアｇ
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シリーズ５下第１６回 くわしい解説

練習 6

ワンポイント ＡかＢの食塩水の重さをそろえましょう。

Ａ と Ｂの食塩水を 3：1の重さの割合で混ぜると 6％の食塩水になるそうです。

Ａを 300ｇ，Ｂを 100ｇにすると，右の図のようになります。

アは 300＋100＝ 400 (ｇ)，イは 400×0.06＝ 24 (ｇ)

です。

Ａ と Ｂの食塩水を 1：2の重さの割合で混ぜると 11％の食塩水になるそうです。

Ａ を前の重さとそろえるために 300 ｇにして，1：2 です

から Ｂ を 600 ｇにすると，右の図のようになります。

ウは 300＋600＝ 900 (ｇ)，エは 900×0.11＝ 99 (ｇ)

です。

2つの図をくらべると， 600－100＝ 500 (ｇ)

Ｂが多いぶんだけ，食塩が 99－24＝ 75 (ｇ)多

くありますから，Ｂのこさは，75÷500＝ 0.15

→ 15％です。

Ｂが 15％なら，右の図のオは，

100×0.15＝ 15 (ｇ)になり，カは，

24－15＝ 9 (ｇ)になるので，Ａの

こさは，9÷300＝ 0.03 → 3％です。

よって，Ａは 3％，Ｂは15％であることがわかりました。

イ

＋ ＝300ｇ

6％

100ｇ

Ａ Ｂ

ア

エ

＋ ＝300ｇ

11％

600ｇ

Ａ Ｂ

ウ

99ｇ

24ｇ

＋ ＝300ｇ 100ｇ

Ａ Ｂ

＋ ＝300ｇ

11％

600ｇ

Ａ Ｂ

400ｇ

900ｇ

オカ 24ｇ

＋ ＝300ｇ

6％

100ｇ

Ａ Ｂ

400ｇ

15％


